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                               Abstract 
 We have computed the geometric means  Mn(Tr)=(a1 a2 ••••  an)'' of the first n partial quotients 
of the number  Tr for n's ranging from 400 to 900 and considered the behavior of  {M„(Tr)} as n 
 —3.  00 .
　 円周率 πの連分数展開か ら部分商の相乗平均M,(π)=(ala2・…a,)1/nの値を400〈n〈900の範 囲で求
めて、n→∞ のときのMn(π)の挙動 を調 べた。
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[1]前書 き(Introduction)
　 かつて名市大教養部紀要(末 尾文献4)を 参照)に お
いて小 島誠先生 が πの連 分数 の第n部 分商 と近似 分数
をn=1か ら始め て約67900個算 出された。 そ の後、 岡
野節氏 か ら小 島先生 の計算 プログ ラムに部分商 の相乗平
均算 出のプ ログラムを付加 して πが 「(A.Khintchine)
ほとん どすべての実数t(0<t<1)の連分数 展 開 で部分
商の相乗平均Mn(t)はn→∞ の ときtに 無 関 係 な定 数
*)に収束す る」(1),p.160および5))の 「ほ とん ど」
の実数 の一つか ど うか調べ られるか も知れないときいた。
橋本佳 明氏 が付加 す るプ ログラムをつ くり、文 献4)の
任 意 多倍 長 の計 算 を や って く だ さ り、n=400か ら
n=900まで10刻 みでMn(π)を求 める こ とが で きた。
(πの小 数部 分 は6)で 求 めた2000桁で は不 足 で あ り
2300桁を用 いた。)
*)J.W.　Wrench,　Jr.,　Math.　Comp.14(1960)によれ
　　 ば、 その値 は2.68545…　。
[II]結果(Results)
590 
600 
610 
620 
630 
640 
650
.55229 
.56713 
.58594 
.57786 
.58905 
.60235 
.59040
840 
850 
860 
870 
880 
890 
900
.66880 
.66714 
.68724 
.69361 
.71198 
.72314 
.73583
今回求めた数値はP.Pedersen2)、G.Lochs3)がそ
れぞれ部分的に小数第4桁 または第3桁 まで与えている
数値 と一致 している。
この表によりMn(π)はKhintchineの定数へ収束す
るらしく見えるが、 もしそうであっても非常に緩漫なよ
うである。収束の確証を得 るためにはより多 くの数値が
必要である。
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